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【手続補正書】
【提出日】平成28年5月13日(2016.5.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技が行われる遊技領域を視認可能に覆う遊技領域カバー部と、遊技領域カバー部に対
して周辺側における一部に設けられて音源から出力される音を出力可能な開口を形成する
音出力部と、遊技領域カバー部に対して周辺側において前記音出力部とは別位置に設けら
れ、装飾部材を配置可能な内部空間を裏側に形成する透明又は半透明な装飾カバー部とが
前面側に設けられた遊技機において、
　前記音源は、前記音出力部の少なくとも一部に相当する所定の音出力部に対して後側に
離間し、該所定の音出力部との間に内部空間を形成する位置に配置され、
　前記所定の音出力部と前記装飾カバー部とは、遊技機の前面側において所定の方向に並
んで配置され、それらの裏側において連続した内部空間を形成するカバー手段を構成し、
　該内部空間には、遊技者から視認可能な所定の装飾部材が前記所定の方向側に移動可能
に設けられていることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記所定の音出力部は、遊技機の前方側を少なくとも向く外面形状に形成され、前記内
部空間に対して遊技機の前方側に少なくとも貫通した開口を形成する部位であり、
　前記カバー手段には、遊技機の前方側に交差する交差方向側に少なくとも向く外面形状
に形成され、前記内部空間に対して前記交差方向側に少なくとも貫通した開口を形成する
交差側音出力部が設けられ、
　前記所定の装飾部材は、前記音源と前記所定の音出力部との間に位置した第１位置と、
前記音源と前記所定の音出力部の間から外れた第２位置との間を移動可能に設けられ、前
記第１位置に配置される場合に前記音源から出力される音を前記交差側音出力部側に反射
する反射面を有することを特徴とする請求項１記載の遊技機。
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